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息抜きできる場所
　　生き抜くチカラに
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援
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に
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す
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め
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図
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お困りのことはありませんか？
　年１回弁護士がご相談に応じます。

・どなたでも気軽にご相談ください。
・秘密は守ります。
・感染症予防対策のため、マスクの着用
  お願いいたします。

９月９日（木） 午前10時～12時／午後１時～３時
飯豊町社会福祉協議会事務所

財産・相続・遺言・多重債務・成年後見
土地問題・消費者被害・事故・契約等

町社会福祉協議会 ☎72-3353へお電話ください

【主催】社会福祉法人山形県社会福祉協議会「山形県地域包括ケア総合推進センター」

感　謝　録

●社会福祉事業のために寄附を寄せられた方々（順不同）
　渡部 みゑ子 様（白川） 匿名希望２名（高峰）
　飯豊町立手ノ子小学校 様　 西部地区公民館ふるさと学園 様　

●生活困窮者等の支援のために食料品を
　寄附いただいた方々（順不同）
　伊藤　佐市 様（椿）　　　本間　元二 様（萩生）　　
　井上　慶次 様（椿）　　　菅野　誠一 様（中）　
　四釜　信子 様（長井市）　社会福祉法人いいで福祉会 様
　社会福祉法人いいでめざみの里福祉会 様
　その他、匿名希望３名

●施設へ物品等を寄贈いただいた方々 （順不同） 
　嶋貫　政子　様（萩　生）　門脇　憲一　様（戸沢村）
　鈴木　一栄　様（高　峰）　山口　泰寛　様（小白川）
　伊藤　こう　様（小白川）　小松　和浩　様（長井市）　
　宇津沢わらび園　代 表　山口　久雄　様
　その他、匿名希望２名

山形県退職公務員連盟西置賜支部様から
「愛のタオル一本運動」による寄贈（７/１）

第２回家族介護教室参加者募集
　在宅で高齢の方を介護しているご家族の方を対象に介護
について学んだり、お互いに情報交換をしてみませんか？

　住民の皆様をはじめ関係者及び団体の皆様よりご
協力を頂きました会費は、社協の運営の基盤となっ
ており、地域福祉を推進するための貴重な財源と
なっています。
　本年度もみなさまのあたたかいご支援により数々
の福祉事業ができますことに心から御礼を申し上げ
ますとともに、引き続き社会福祉協議会活動へのご
理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　　　　　　　飯豊町社会福祉協議会役職員一同

■日　時／９月９日（木）9：30～11：30
■場　所／町民総合センター「あ～す」２F 研修室
■内　容／「体験してみましょう介護用品」
■講　師／福祉用具専門相談員
■参加費／無　料

※参加希望の方は、９月２日まで担当ケ
　アマネジャーまたは社会福祉協議会
　にお電話にてお申込みください。

住民会費・賛助会費へのご協力
　　誠にありがとうございました

〈今号では本年１月から７月20日までに届けられた善意を掲載させて頂いております〉

日　時

場　所

内　容

予約方法

事前予約を
 お願いします！無 料

法 律 相 談

お知らせ！

【問い合わせ】飯豊町大字椿3642番地　飯豊町社会福祉協議会法人事務局　☎72‒3353
《受付時間は、月曜日から金曜日（祝日除く）までの午前８時30分～午後５時15分までとなります。》



地域福祉活動計画の普及啓発を通じ、地域共生社会
の基盤づくりに貢献します。
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心配ごと相談事業
生活困窮者自立支援事業（自立相談支援）【受託】
生活困窮者のためのフードサポート事業
福祉更生資金貸付事業・生活福祉資金貸付事業【受託】
福祉サービス利用援助事業【受託】
介護福祉移動支援事業【受託】
地域介護予防事業・らくらく筋トレ教室事業【受託】
安心生きがい訪問事業【受託】
我が事・丸ごと地域づくり推進事業
いのちのバトン設置普及事業【受託】
デマンド交通事業
経済的支援を必要とする世帯への商品券進呈事業
単身高齢者を対象とした歳末見守り訪問事業
要保護準要保護認定児童激励支援事業
災害救済金交付事業
車椅子の貸出事業
生活事故防止に向けた啓発

生活困窮者自立支援事業の実施体制を活用・拡充し
た「福祉総合相談窓口」の周知を図り行政関係機関
との協働により、ひきこもり支援などの課題に積極
的に取り組みます。

介護部門の経営の安定を図るため、現状の介護ニー
ズにマッチした福祉の里めざみの経営戦略づくりを
進めます。

令和 3 年度  事業計画の概要令和 3 年度  町社協会計収支予算の概要
■ 重点目標

■ 事業項目（分野別）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

新型コロナウイルス感染症予防のための取り組みを
推進し、安心して利用できる福祉・介護サービスの
提供に努めます。

持続発展する法人運営を目指し、福祉・介護人材の「確
保」「育成」「定着」に努めます。

Ⅳ

Ⅴ

個
の
安
心
を
高
め
る

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

第 2 次地域福祉活動計画の推進
集落ワークショップ開催
生活支援体制整備事業（地域支え合い推進員配置）【受託】
単身高齢者のための会食サービス事業
ふれあいグラウンドゴルフ大会開催事業
小地域見守り活動支援事業
ふれあい・いきいきサロン活動育成支援事業
おしどり金婚さん記念品贈呈事業
社会福祉に関する活動への住民の参加のための援助
社会的なつながりが弱い若者等への参加支援
中学校同窓会支援事業
認知症カフェ開催事業
赤い羽根共同募金運動・歳末たすけあい運動

支
え
愛
を
広
め
る

１
２
３
４
５
６
７
８

ボランティア・地域福祉を担う人の活動支援事業
災害時支え合いボランティアの構築
青少年ボランティア育成・福祉学習の推進
ボランティアによる福祉年賀状作成事業
地域福祉を担う人材育成事業
福祉の仕事に関する情報支援
福祉の心推進事業（祖父母への絵手紙コンテスト）
レクリエーション用具の貸出事業

支
え
手
・
担
い
手
を
育
て
る

１
２
３
４
５
６
７
８
９

社協広報「しあわせ」発行・ホームページ更新
福祉関係団体の育成支援
寄付文化の創造
職員の人材育成・介護人材の確保促進
福祉サービスに関する苦情対応
働き方改革の推進
経営組織のガバナンスの強化
事業運営の透明性向上
地域における公益的な取組の推進

信
頼
性
の
高
い
組
織
を
作
る

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
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12

13
14

家族介護支援事業（在宅介護者の集い開催）【受託】
指定居宅介護支援事業【介護保険】
介護予防支援・介護予防ケアマネジメント【受託】
訪問型サービス（独自）【総合事業】
指定訪問介護事業【介護保険】
訪問自費介護サービス事業【保険外】
福祉有償運送サービス事業【保険外】
指定居宅介護事業【障害福祉】
指定地域密着型通所介護事業【介護保険】
通所型サービス事業（独自）【総合事業】
通所型サービス事業【総合事業】
指定認知症対応型通所介護・指定認知症対応型介護予防
通所介護事業【介護保険】
指定短期入所・介護予防短期入所生活介護事業【介護保険】
日中一時支援事業【受託】

在
宅
で
の
介
護
を
応
援
す
る
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【収入の部】
1. 事業活動による収入

【支出の部】
1. 事業活動による支出

2. 施設整備等支出

2. 施設整備等収入

科　　　目 予  算  額 主　　な　　内　　容
会費収入
寄附金収入

経常経費補助金収入 

受託金収入

貸付事業収入

事業収入

介護保険事業収入

障害福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入

住民会費（1世帯1,700円）、賛助会費（関係者、関係団体等） 
指定寄附金

福祉更生資金償還金

自立支援給付費収入　等
各基金等預金利子
雑収入等

運営費補助金、デマンド交通事業補助金、共同募金配分金
（一般募金及び歳末たすけあい配分）

生活困窮者自立支援事業受託金、介護福祉移動支援事業受託金、
福祉サービス利用援助事業受託金、生活福祉資金貸付事業受託金　等

会食サービス利用料、デマンド交通事業利用料、しあわせ自費サービス利用料、
福祉有償運送利用料、広告料収入　等 
居宅介護料（介護報酬、利用者負担金）、地域密着型介護料（介護報酬、利用者負担金）、居宅介護支援介護料、
介護予防・日常生活支援総合事業、利用者食費・居住費、短期入所施設利用負担軽減補助金、その他事業受託金等

合　　　計

施設整備等収入 福祉の里めざみ設備等改修事業補助金 

社会福祉事業区分 予  算  額
社会福祉拠点
　法人運営事業 
　共同募金配分金事業 
　福祉サービス利用援助事業 
　福祉更生資金貸付事業 
　基金運営事業 
　介護福祉移動支援事業
介護拠点
　高齢者介護予防事業 
　居宅介護支援事業 
　訪問介護事業 
　通所介護事業 
　短期入所生活介護事業 
　生活支援体制整備事業    

職員人事異動のお知らせ（４月１日付）  【
異
動
】 （
　
）内
前
職
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39,226
30,458
3,538
659
1,000
0

3,571
213,762
8,998
19,028
23,192
85,973
72,479
4,092

収益事業区分 

合　　　計

6,121施設整備等支出

4. 予備費支出 200

【収入合計（１＋２＋３）    335,134千円】 　

【支出合計（１＋２＋３+４）　335,134千円】

単位 : 千円

単位 : 千円

3,479
100

56,001

7,448

1,000

4,946

168,012

3,129
32

6,661
250,808

3,547

3. その他の活動収入
その他の活動収入 基金積立資産取崩収入、退職給付引当繰入金収入、繰入金収入　等80,779

公益事業区分 予  算  額

予  算  額

困窮者支援拠点
　自立相談支援事業 
　
デマンド交通拠点
　デマンド交通事業

2,046
2,046

27,020
27,020
282,054

3. その他の活動支出
46,759その他の活動支出



地域福祉活動計画の普及啓発を通じ、地域共生社会
の基盤づくりに貢献します。

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17

心配ごと相談事業
生活困窮者自立支援事業（自立相談支援）【受託】
生活困窮者のためのフードサポート事業
福祉更生資金貸付事業・生活福祉資金貸付事業【受託】
福祉サービス利用援助事業【受託】
介護福祉移動支援事業【受託】
地域介護予防事業・らくらく筋トレ教室事業【受託】
安心生きがい訪問事業【受託】
我が事・丸ごと地域づくり推進事業
いのちのバトン設置普及事業【受託】
デマンド交通事業
経済的支援を必要とする世帯への商品券進呈事業
単身高齢者を対象とした歳末見守り訪問事業
要保護準要保護認定児童激励支援事業
災害救済金交付事業
車椅子の貸出事業
生活事故防止に向けた啓発

生活困窮者自立支援事業の実施体制を活用・拡充し
た「福祉総合相談窓口」の周知を図り行政関係機関
との協働により、ひきこもり支援などの課題に積極
的に取り組みます。

介護部門の経営の安定を図るため、現状の介護ニー
ズにマッチした福祉の里めざみの経営戦略づくりを
進めます。

令和 3 年度  事業計画の概要令和 3 年度  町社協会計収支予算の概要
■ 重点目標

■ 事業項目（分野別）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

新型コロナウイルス感染症予防のための取り組みを
推進し、安心して利用できる福祉・介護サービスの
提供に努めます。

持続発展する法人運営を目指し、福祉・介護人材の「確
保」「育成」「定着」に努めます。

Ⅳ

Ⅴ

個
の
安
心
を
高
め
る

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

第 2 次地域福祉活動計画の推進
集落ワークショップ開催
生活支援体制整備事業（地域支え合い推進員配置）【受託】
単身高齢者のための会食サービス事業
ふれあいグラウンドゴルフ大会開催事業
小地域見守り活動支援事業
ふれあい・いきいきサロン活動育成支援事業
おしどり金婚さん記念品贈呈事業
社会福祉に関する活動への住民の参加のための援助
社会的なつながりが弱い若者等への参加支援
中学校同窓会支援事業
認知症カフェ開催事業
赤い羽根共同募金運動・歳末たすけあい運動

支
え
愛
を
広
め
る

１
２
３
４
５
６
７
８

ボランティア・地域福祉を担う人の活動支援事業
災害時支え合いボランティアの構築
青少年ボランティア育成・福祉学習の推進
ボランティアによる福祉年賀状作成事業
地域福祉を担う人材育成事業
福祉の仕事に関する情報支援
福祉の心推進事業（祖父母への絵手紙コンテスト）
レクリエーション用具の貸出事業

支
え
手
・
担
い
手
を
育
て
る

１
２
３
４
５
６
７
８
９

社協広報「しあわせ」発行・ホームページ更新
福祉関係団体の育成支援
寄付文化の創造
職員の人材育成・介護人材の確保促進
福祉サービスに関する苦情対応
働き方改革の推進
経営組織のガバナンスの強化
事業運営の透明性向上
地域における公益的な取組の推進

信
頼
性
の
高
い
組
織
を
作
る

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12

13
14

家族介護支援事業（在宅介護者の集い開催）【受託】
指定居宅介護支援事業【介護保険】
介護予防支援・介護予防ケアマネジメント【受託】
訪問型サービス（独自）【総合事業】
指定訪問介護事業【介護保険】
訪問自費介護サービス事業【保険外】
福祉有償運送サービス事業【保険外】
指定居宅介護事業【障害福祉】
指定地域密着型通所介護事業【介護保険】
通所型サービス事業（独自）【総合事業】
通所型サービス事業【総合事業】
指定認知症対応型通所介護・指定認知症対応型介護予防
通所介護事業【介護保険】
指定短期入所・介護予防短期入所生活介護事業【介護保険】
日中一時支援事業【受託】

在
宅
で
の
介
護
を
応
援
す
る

令和３年８月５日発行 し　　　あ　　　わ　　　せ 第　131　号　（２）令和３年８月５日発行し　　　あ　　　わ　　　せ第　131　号　（３）

【収入の部】
1. 事業活動による収入

【支出の部】
1. 事業活動による支出

2. 施設整備等支出

2. 施設整備等収入

科　　　目 予  算  額 主　　な　　内　　容
会費収入
寄附金収入

経常経費補助金収入 

受託金収入

貸付事業収入

事業収入

介護保険事業収入

障害福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入

住民会費（1世帯1,700円）、賛助会費（関係者、関係団体等） 
指定寄附金

福祉更生資金償還金

自立支援給付費収入　等
各基金等預金利子
雑収入等

運営費補助金、デマンド交通事業補助金、共同募金配分金
（一般募金及び歳末たすけあい配分）

生活困窮者自立支援事業受託金、介護福祉移動支援事業受託金、
福祉サービス利用援助事業受託金、生活福祉資金貸付事業受託金　等

会食サービス利用料、デマンド交通事業利用料、しあわせ自費サービス利用料、
福祉有償運送利用料、広告料収入　等 
居宅介護料（介護報酬、利用者負担金）、地域密着型介護料（介護報酬、利用者負担金）、居宅介護支援介護料、
介護予防・日常生活支援総合事業、利用者食費・居住費、短期入所施設利用負担軽減補助金、その他事業受託金等

合　　　計

施設整備等収入 福祉の里めざみ設備等改修事業補助金 

社会福祉事業区分 予  算  額
社会福祉拠点
　法人運営事業 
　共同募金配分金事業 
　福祉サービス利用援助事業 
　福祉更生資金貸付事業 
　基金運営事業 
　介護福祉移動支援事業
介護拠点
　高齢者介護予防事業 
　居宅介護支援事業 
　訪問介護事業 
　通所介護事業 
　短期入所生活介護事業 
　生活支援体制整備事業    

職員人事異動のお知らせ（４月１日付）  【
異
動
】 （
　
）内
前
職

 

◆
在
宅
複
合
型
老
人
福
祉
施
設

   

施
設
長

　
川
﨑
美
由
紀（
施
設
長
補
佐
）

   

施
設
長
補
佐（
兼
）ふ
れ
あ
い
介
護

　
支
援
室
長（
兼
）短
期
入
所
生
活
介

　
護
事
業
所
管
理
者

　
手
塚
　
栄
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ふ
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護
支
援
室
長
）

　
施
設
長
補
佐（
兼
）地
域
生
活
支
援

　
室
長（
兼
）主
任
介
護
支
援
専
門
員

　
髙
橋
　
玲
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地
域
生
活
支
援
室
長

　（
兼
）主
任
介
護
支
援
専
門
員
）

　<

医
療
健
康
室>

　
室
長（
兼
）看
護
職
員

　
舩
山
美
穂
子（
医
療
健
康
室
主
査（
兼
）

　
看
護
職
員
）

　
主
査（
兼
）栄
養
士（
兼
）介
護
予
防
運
動

　
指
導
員（
兼
）介
護
職
員

　
伊
藤
　
美
紀（
ふ
れ
あ
い
介
護
支
援

　
室
主
査（
兼
）介
護
予
防
運
動
指
導
員
）

　<

地
域
生
活
支
援
室>

　
ヘ
ル
パ
ー（
兼
）訪
問
介
護
員

　
小
浦
　
千
春（
ふ
れ
あ
い
介
護
支
援

　
室
ヘ
ル
パ
ー（
兼
）介
護
職
員
）

　<

ふ
れ
あ
い
介
護
支
援
室>

　
主
査（
兼
）地
域
密
着
型
通
所
介
護

　
事
業
所
管
理
者（
兼
）生
活
相
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員

　
渡
部
妙
英
子（
ふ
れ
あ
い
介
護
支
援

　
室
主
査（
兼
）地
域
密
着
型
通
所
介
護
事

　
業
所
管
理
者（
兼
）認
知
症
対
応
型
通
所

　
介
護
事
業
所
管
理
者
）　

　
主
査（
兼
）生
活
相
談
員（
兼
）介
護
職
員

　
小
谷
部
利
恵（
ふ
れ
あ
い
介
護
支
援

　
室
ヘ
ル
パ
ー（
兼
）生
活
相
談
員
）

　
ヘ
ル
パ
ー（
兼
）認
知
症
対
応
型
通

　
所
介
護
事
業
所
管
理
者（
兼
）生
活

　
相
談
員（
兼
）介
護
職
員

　
手
塚
　
嵩
史（
ふ
れ
あ
い
介
護
支
援

　
室
ヘ
ル
パ
ー（
兼
）生
活
相
談
員
）

　
ヘ
ル
パ
ー（
兼
）介
護
職
員

　
片
倉
　
　
霞（
ふ
れ
あ
い
介
護
支
援

　
室
臨
時
介
護
職
員
）

39,226
30,458
3,538
659
1,000
0

3,571
213,762
8,998
19,028
23,192
85,973
72,479
4,092

収益事業区分 

合　　　計

6,121施設整備等支出

4. 予備費支出 200

【収入合計（１＋２＋３）    335,134千円】 　

【支出合計（１＋２＋３+４）　335,134千円】

単位 : 千円

単位 : 千円

3,479
100

56,001

7,448

1,000

4,946

168,012

3,129
32

6,661
250,808

3,547

3. その他の活動収入
その他の活動収入 基金積立資産取崩収入、退職給付引当繰入金収入、繰入金収入　等80,779

公益事業区分 予  算  額

予  算  額

困窮者支援拠点
　自立相談支援事業 
　
デマンド交通拠点
　デマンド交通事業

2,046
2,046

27,020
27,020
282,054

3. その他の活動支出
46,759その他の活動支出



令和 2 年度事業の特徴及び決算概要　
■トピックス（出来事・話題）

■「
福
祉
総
合
相
談
窓
口
」
が
出
来
た
背
景
は
？

■会計概要　　

令和３年８月５日発行 し　　　あ　　　わ　　　せ 第　131　号　（４）令和３年８月５日発行し　　　あ　　　わ　　　せ第　131　号　（５）

１ 「広がる支援の輪」
　感染予防マスク1,100枚が寄せられる

　新型コロナウイルス感染症の拡大の影響により「マス
ク」が普通に入手できない事態が 5 月くらいまで続きま
した。社協では、家庭で使う予定のないマスクに加え、
ご家庭でできるボランティアとして「ハンドメイド（手
作り）マスク」の制作を呼びかける運動を開始したとこ
ろ、おおむね 1ヶ月の間に、約1,100 枚を超えるマスク
が町民から届けられ、善意をつなぐ橋渡しの役割を担い
ました。

２ 町内４法人がスクラム、
　社会福祉法人連絡会が設立 

　町内に事業所を有する４つの社会福祉法人でつくる
「飯豊町社会福祉法人連絡会」の設立総会が 11月12日に
開催され、各法人が連携して町民の福祉向上に努めてい
くことを確認しました。

３ 「断らない相談」の実現に向け、
　新しい相談支援体制確立 

　近年、高齢の親が仕事を失ってひきこもる子を支えて
困窮したり、病気や心身の障がいなどを抱えて社会から
孤立するなどのケースが、社会問題化している中、全国
の自治体は、複合化・複雑化した課題を受け止め対応す
る包括的な相談支援体制とは必ずしもなっていないとし
て、国は「断らない相談支援」を中核とする包括的支援
体制整備を促進しており、役場庁内各課と検討会を設け、
本町の福祉総合相談窓口の位置付け等を整理し、多機関
連携による体制づくりを進めました。

４ 生きづらさを抱える若者等への支援に着手

　「飯豊町の若者支援を考える」というテーマを掲げ、
社会的なつながりが弱い人に対し、どのような福祉が必
要かを教育関係者とともに学ぶ機会をつくりました。家
族を含め社会から孤立しないための資源づくり、環境づ
くりを飯豊町でも進めていこうという機運が、少しずつ
高まってきました。

皆様の物心両面にわたるご支援と
ご協力ありがとうございました

法人単位貸借対照表の要旨
（令和 3年 3月 31 日現在）　（単位：円）
科　目

資
産

負
債
及
び
純
資
産

流動資産
固定資産
合　計
流動負債
固定負債
純資産
　　基本金 
　　基　金 
　　国庫補助金等特別積立金
　　その他の積立金
次期繰越活動収支差額
（うち当期活動収支差額）
合　計 

会費収益
寄付金収益
経常経費補助金収益
受託金収益
事業収益
介護保険事業収益
障害福祉サービス等事業収益
サービス活動外収益
特別収益
収益合計  
人件費
事業費
事務費
共同募金配分金事業費
助成金費用
負担金費用
基金組入額
減価償却費
国庫補助金等特別積立金取崩額
徴収不能額
サービス活動外費用
特別費用
費用合計
当期活動増減差額

80,386,894
482,377,385
562,764,279
17,589,900
79,054,900
466,119,479
100,000

160,448,822
229,863,309
1,560,034
74,147,314
－20,178,774
562,764,279

3,505,800
161,640

51,370,560
6,261,800
4,973,450
185,546,644
4,000,240
258,545
7,152,979
263,231,658
187,848,885
32,481,251
47,495,600
3,302,177
234,250
77,000

1,333,102
18,208,066
－14,642,134

100,000
0

6,972,235
283,410,432
－20,178,774

金　額

法人単位事業活動計算書の要旨
（自　令和 2年 4月 1日　至　令和 3年 3月 31 日）　（単位：円）

科　目 金　額

事業活動
施設整備等
その他
   合　計

当期活動収支差額合計　　－3,846,262

256,415,679
7,152,980
17,000,000
280,568,659

事業活動
施設整備等
その他
   合　計

265,398,269
10,471,480
8,545,172
284,414,921

法人単位資金収支計算書の要旨
（自　令和 2年 4月 1日　至　令和 3年 3月 31 日）　（単位：円）

収　　入

前期末支払資金残高 当期末支払資金残高

支　　出

75,580,496 71,734,234
※事業報告および決算の詳細は、本会ホームページからご覧いただけます。

制度の縦割りを超え枠におさまらない「困りごと」を断らずに
受け止め、解決に向けて支援していく相談窓口が出来ました！

福祉総合相談窓口 
　

医
療
や
介
護
、
子
育
て
分
野
等
で
、
相
談
に
来
た
住
民
が
た

ら
い
回
し
に
さ
れ
た
り
、
従
来
の
窓
口
で
は
、
担
当
者
同
士
に

よ
る
情
報
の
共
有
が
上
手
く
い
か
ず
、
適
切
な
支
援
を
受
け
に

く
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
が
全
国
的
に
指
摘
さ
れ
、
地
域

住
民
が
直
面
す
る
複
合
的
な
問
題
に
対
し
て
市
町
村
は
、
一
元

的
に
対
応
す
る
「
断
ら
な
い
相
談
」
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
が

法
制
化
さ
れ
た
。

■
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
と
の
違
い
は
？

　

現
行
の
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
の
窓
口
で
あ
る
既
存

の
「
西
置
賜
地
域
生
活
自
立
支
援
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
」
を
ベ
ー
ス
と

し
、
拡
充
し
た
も
の
が
「
福
祉
総
合
相
談
窓
口
」
と
な
り
、
町
健

康
福
祉
課
を
主
た
る
連
携
機
関
と
す
る
も
の
。
制
度
に
と
ら
わ
れ

ず
対
象
を
広
く
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
り
、
断
ら
な
い
相
談
を
実
現

し
、
福
祉
資
金
の
貸
付
担
当
、
権
利
擁
護
担
当
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク

の
担
当
も
含
め
て
福
祉
総
合
相
談
窓
口
を
構
成
す
る
。

■
福
祉
総
合
相
談
窓
口
の
対
象
は
？

　

飯
豊
町
内
に
居
住
す
る
者
の
う
ち

❶
年
齢
や
世
帯
構
成
、経
済
状
況
等
に
関
わ
ら
ず
、生
活
上
の
様
々

　

な
不
安
や
課
題
を
抱
え
た
本
人
、
家
族
及
び
そ
の
関
係
者

❷
色
々
な
問
題
が
重
な
り
、ど
こ
に
行
け
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
方

❸
本
人
は
困
っ
て
い
る
こ
と
に
自
覚
が
な
い
が
、
生
活
実
態
に

　

様
々
、
課
題
が
見
ら
れ
る
方
の
関
係
者　

等

■
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
う
理
由
は
？

　

社
会
福
祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
等
の
資
格
を
有
す
る
職
員
が

配
置
さ
れ
、
現
に
「
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
」
の
委
託

を
山
形
県
か
ら
受
け
経
済
的
困
窮
状
態
に
あ
る
世
帯
の
み
な
ら

ず
、
高
齢
、
障
が
い
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
社
会
的
孤
立
状
態
に

あ
る
方
の
多
種
多
様
な
相
談
実
績
が
豊
富
で
あ
る
。

経済的な問題
【例】生活費に困っている。
生活費の管理ができない。
多重債務がある。

介護・子育て
(ダブルケア)の問題

【例】子育てと親の介護の両立が
大変、仕事を辞めればお金が
なくなる。
　体も不調になってきた。

支援・つなぎ

家庭の問題
【例】家庭の中で孤立。
話し相手がいない。
虐待の疑いがある。

支援・つなぎ

高齢の親と子の
ひきこもり
（8050）問題

【例】子どもは仕事につかず
　無収入。自分は病気で
　　　生活が大変！

支援・つなぎ

支援・つなぎ

飯豊町社会福祉協議会内

▶月曜～金曜（土日祝日は除く）
▶午前８時30分～午後５時15分

☎72-3353
お問
合せ

まずは、来所の前にお電話ください。「相談支援員」が対応します。
県道椿長井線

「あ～す」

至 羽前椿駅

調理場 福祉の里
めざみ

社会福祉協議会

・生活福祉資金の
  貸付
・食料無償提供
・家計改善支援
・債務整理
・生活保護申請　等

・地域包括支援
　センター
・子育て支援窓口
・担当ケアマネージャー
・家族介護支援　等

・サポート機関
・就労支援
・医療機関同行
・寄り添い支援　等

・居場所等へのつな
　ぎ、参加支援
・民生委員見守り
・定期的な相談　等



令和 2 年度事業の特徴及び決算概要　
■トピックス（出来事・話題）

■「
福
祉
総
合
相
談
窓
口
」
が
出
来
た
背
景
は
？

■会計概要　　

令和３年８月５日発行 し　　　あ　　　わ　　　せ 第　131　号　（４）令和３年８月５日発行し　　　あ　　　わ　　　せ第　131　号　（５）

１ 「広がる支援の輪」
　感染予防マスク1,100枚が寄せられる

　新型コロナウイルス感染症の拡大の影響により「マス
ク」が普通に入手できない事態が 5 月くらいまで続きま
した。社協では、家庭で使う予定のないマスクに加え、
ご家庭でできるボランティアとして「ハンドメイド（手
作り）マスク」の制作を呼びかける運動を開始したとこ
ろ、おおむね 1ヶ月の間に、約1,100 枚を超えるマスク
が町民から届けられ、善意をつなぐ橋渡しの役割を担い
ました。

２ 町内４法人がスクラム、
　社会福祉法人連絡会が設立 

　町内に事業所を有する４つの社会福祉法人でつくる
「飯豊町社会福祉法人連絡会」の設立総会が 11月12日に
開催され、各法人が連携して町民の福祉向上に努めてい
くことを確認しました。

３ 「断らない相談」の実現に向け、
　新しい相談支援体制確立 

　近年、高齢の親が仕事を失ってひきこもる子を支えて
困窮したり、病気や心身の障がいなどを抱えて社会から
孤立するなどのケースが、社会問題化している中、全国
の自治体は、複合化・複雑化した課題を受け止め対応す
る包括的な相談支援体制とは必ずしもなっていないとし
て、国は「断らない相談支援」を中核とする包括的支援
体制整備を促進しており、役場庁内各課と検討会を設け、
本町の福祉総合相談窓口の位置付け等を整理し、多機関
連携による体制づくりを進めました。

４ 生きづらさを抱える若者等への支援に着手

　「飯豊町の若者支援を考える」というテーマを掲げ、
社会的なつながりが弱い人に対し、どのような福祉が必
要かを教育関係者とともに学ぶ機会をつくりました。家
族を含め社会から孤立しないための資源づくり、環境づ
くりを飯豊町でも進めていこうという機運が、少しずつ
高まってきました。

皆様の物心両面にわたるご支援と
ご協力ありがとうございました

法人単位貸借対照表の要旨
（令和 3年 3月 31 日現在）　（単位：円）
科　目

資
産

負
債
及
び
純
資
産

流動資産
固定資産
合　計
流動負債
固定負債
純資産
　　基本金 
　　基　金 
　　国庫補助金等特別積立金
　　その他の積立金
次期繰越活動収支差額
（うち当期活動収支差額）
合　計 

会費収益
寄付金収益
経常経費補助金収益
受託金収益
事業収益
介護保険事業収益
障害福祉サービス等事業収益
サービス活動外収益
特別収益
収益合計  
人件費
事業費
事務費
共同募金配分金事業費
助成金費用
負担金費用
基金組入額
減価償却費
国庫補助金等特別積立金取崩額
徴収不能額
サービス活動外費用
特別費用
費用合計
当期活動増減差額

80,386,894
482,377,385
562,764,279
17,589,900
79,054,900
466,119,479
100,000

160,448,822
229,863,309
1,560,034
74,147,314
－20,178,774
562,764,279

3,505,800
161,640

51,370,560
6,261,800
4,973,450
185,546,644
4,000,240
258,545
7,152,979
263,231,658
187,848,885
32,481,251
47,495,600
3,302,177
234,250
77,000

1,333,102
18,208,066
－14,642,134

100,000
0

6,972,235
283,410,432
－20,178,774

金　額

法人単位事業活動計算書の要旨
（自　令和 2年 4月 1日　至　令和 3年 3月 31 日）　（単位：円）

科　目 金　額

事業活動
施設整備等
その他
   合　計

当期活動収支差額合計　　－3,846,262

256,415,679
7,152,980
17,000,000
280,568,659

事業活動
施設整備等
その他
   合　計

265,398,269
10,471,480
8,545,172
284,414,921

法人単位資金収支計算書の要旨
（自　令和 2年 4月 1日　至　令和 3年 3月 31 日）　（単位：円）

収　　入

前期末支払資金残高 当期末支払資金残高

支　　出

75,580,496 71,734,234
※事業報告および決算の詳細は、本会ホームページからご覧いただけます。

制度の縦割りを超え枠におさまらない「困りごと」を断らずに
受け止め、解決に向けて支援していく相談窓口が出来ました！

福祉総合相談窓口 
　

医
療
や
介
護
、
子
育
て
分
野
等
で
、
相
談
に
来
た
住
民
が
た

ら
い
回
し
に
さ
れ
た
り
、
従
来
の
窓
口
で
は
、
担
当
者
同
士
に

よ
る
情
報
の
共
有
が
上
手
く
い
か
ず
、
適
切
な
支
援
を
受
け
に

く
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
が
全
国
的
に
指
摘
さ
れ
、
地
域

住
民
が
直
面
す
る
複
合
的
な
問
題
に
対
し
て
市
町
村
は
、
一
元

的
に
対
応
す
る
「
断
ら
な
い
相
談
」
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
が

法
制
化
さ
れ
た
。

■
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
と
の
違
い
は
？

　

現
行
の
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
の
窓
口
で
あ
る
既
存

の
「
西
置
賜
地
域
生
活
自
立
支
援
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
」
を
ベ
ー
ス
と

し
、
拡
充
し
た
も
の
が
「
福
祉
総
合
相
談
窓
口
」
と
な
り
、
町
健

康
福
祉
課
を
主
た
る
連
携
機
関
と
す
る
も
の
。
制
度
に
と
ら
わ
れ

ず
対
象
を
広
く
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
り
、
断
ら
な
い
相
談
を
実
現

し
、
福
祉
資
金
の
貸
付
担
当
、
権
利
擁
護
担
当
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク

の
担
当
も
含
め
て
福
祉
総
合
相
談
窓
口
を
構
成
す
る
。

■
福
祉
総
合
相
談
窓
口
の
対
象
は
？

　

飯
豊
町
内
に
居
住
す
る
者
の
う
ち

❶
年
齢
や
世
帯
構
成
、経
済
状
況
等
に
関
わ
ら
ず
、生
活
上
の
様
々

　

な
不
安
や
課
題
を
抱
え
た
本
人
、
家
族
及
び
そ
の
関
係
者

❷
色
々
な
問
題
が
重
な
り
、ど
こ
に
行
け
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
方

❸
本
人
は
困
っ
て
い
る
こ
と
に
自
覚
が
な
い
が
、
生
活
実
態
に

　

様
々
、
課
題
が
見
ら
れ
る
方
の
関
係
者　

等

■
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
う
理
由
は
？

　

社
会
福
祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
等
の
資
格
を
有
す
る
職
員
が

配
置
さ
れ
、
現
に
「
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
」
の
委
託

を
山
形
県
か
ら
受
け
経
済
的
困
窮
状
態
に
あ
る
世
帯
の
み
な
ら

ず
、
高
齢
、
障
が
い
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
社
会
的
孤
立
状
態
に

あ
る
方
の
多
種
多
様
な
相
談
実
績
が
豊
富
で
あ
る
。

経済的な問題
【例】生活費に困っている。
生活費の管理ができない。
多重債務がある。

介護・子育て
(ダブルケア)の問題

【例】子育てと親の介護の両立が
大変、仕事を辞めればお金が
なくなる。
　体も不調になってきた。

支援・つなぎ

家庭の問題
【例】家庭の中で孤立。
話し相手がいない。
虐待の疑いがある。

支援・つなぎ

高齢の親と子の
ひきこもり
（8050）問題

【例】子どもは仕事につかず
　無収入。自分は病気で
　　　生活が大変！

支援・つなぎ

支援・つなぎ

飯豊町社会福祉協議会内

▶月曜～金曜（土日祝日は除く）
▶午前８時30分～午後５時15分

☎72-3353
お問
合せ

まずは、来所の前にお電話ください。「相談支援員」が対応します。
県道椿長井線

「あ～す」

至 羽前椿駅

調理場 福祉の里
めざみ

社会福祉協議会

・生活福祉資金の
  貸付
・食料無償提供
・家計改善支援
・債務整理
・生活保護申請　等

・地域包括支援
　センター
・子育て支援窓口
・担当ケアマネージャー
・家族介護支援　等

・サポート機関
・就労支援
・医療機関同行
・寄り添い支援　等

・居場所等へのつな
　ぎ、参加支援
・民生委員見守り
・定期的な相談　等



理 事・監 事

略 字 常勤職員（非正規雇用含）  氏名掲載 /室長以上は顔写真
外部委員（中立的立場にある者） 髙 橋 義 行（ 中 ）　　齋 藤 久 子（ 松 原 ）
上記２名に加え、本会の監事２名、事務局長１名を含む５名の委員をもって評議員選任解任委員会を構成しております。

法人運営管理・福祉資金貸付・ボランティア福祉教育・地域福祉活動支援・共同募金・
福祉サービス利用援助事業・生活困窮者支援・福祉団体育成・フードバンク　等

主　査　　　   
主　事　　　   
地域支え合い推進員
事務員
オペレーター（兼）事務員    
訪問介護員（兼）事務員   

主査（管理者・サービス提供責任者）

ヘルパー（訪問介護員）

ヘルパー（訪問介護員）

主査（管理者・介護支援専門員）

介護支援専門員

他 非常勤専従（訪問介護員２名）

他 非常勤専従（介護職員３名） 他 非常勤専従（介護職員５名・介護補助員２名・送迎員５名）

介護保険指定居宅介護支援事業・介護
予防ケアマネジメント業務（町受託）

介護保険指定（介護予防）短期入所生活介護事業・障害者自立
支援指定短期入所事業・日中一時支援事業（受託）

介護保険指定地域密着型通所介護・介護保険指定（介護予防）
認知症対応型通所介護事業・通所型サービス

介護保険指定居宅サービス事業・障害者
自立支援指定サービス事業等

國  分  恵  美
相  座  雄  優
山  口  陽  子
石 川 奈穂美
新  野  友  美
嘉 藤 美和子

注 釈 嘱託職員

令和３年度  業務執行体制及び職員配置状況

法 人 事 務 局

在宅複合型老人福祉施設「福祉の里めざみ」

総 合 福 祉 管 理 室 　（常勤７名）

地 域 生 活 支 援 室 　（常勤６名／非常勤２名）

ふ れ あ い 介 護 支 援 室 　（常勤 12 名／非常勤 15 名）

医 療 健 康 室 　（常勤４名）

訪問介護ステーション福祉の里めざみ

短期入所生活センター福祉の里めざみ 日帰り介護センター福祉の里めざみ

在宅介護支援センター福祉の里めざみ

（併）福祉総合相談窓口（生活困窮者自立相談支援機関）
（併）ほほえみカー予約センター

令和３年６月 24 日改選

令和３年４月１日現在

任期 : 令和３年６月 24 日から令和５年４月以降に開催される定時評議員会終結時まで

令和３年８月５日発行 し　　　あ　　　わ　　　せ 第　131　号　（６）令和３年８月５日発行し　　　あ　　　わ　　　せ第　131　号　（７）

●理事／理事会における議決権の行使等を通じ、法人の業務執行の意思決定に参画する理事の定数は、「社会福祉事業
の経営に関する識見を有する者」5名以上 6名以内、「町社協が行う事業の区域における福祉に関する実情に通じて
いる者」4名以上 5名以内の合計 9名以上 11 名以内で選任されております。
●監事／理事の職務執行の状況及び法人の財産の状況について監査を行う監事は、２名のうち１名は「社会福祉事業
について識見を有する者」、もう１名は「財務管理について識見を有する者」が選任されております。

評 議 員 令和３年６月 24 日改選

令和３年６月 24 日改選評議員選任解任委員会

任期 : 令和３年６月 24 日から令和７年４月以降に開催される定時評議員会終結時まで

任期 : 令和３年６月 24 日から令和７年４月以降に開催される定時評議員会終結時まで

役員の選任をはじめ、事後的に法人運営を監督する機関となる「評議員会」の構成員として、適正運営のために審議
する評議員は、定数 10名以上 15名以内の範囲において、法人が規定する各選出区分に沿って「評議員選任・解任委員会」
において選任されております。

山 口 明 美
民生委員児童委員
協議会の代表

土 屋　淳

【施設厨房】
　　　非常勤専従（調理職員６名）

【らくらく筋トレ教室】
　　　常勤兼務（介護予防運動指導員３名）

学識経験者

鈴 木 好 洋
学識経験者

那 須 絹 子
ボランティア奉仕団体
（町婦人会長）

井 上 慶 次
住民福祉活動奉仕者
（人権擁護委員）

熊 野 昌 昭
関係行政機関

（教育委員会教育長）

木 村 勝 男
社会福祉団体

（老人クラブ連合会長）

上 田　太
民生委員児童委員
協議会の代表

渡 部 みゑ子
住民自治組織推薦
（中津川地区）

原 田 直 美
住民自治組織推薦
（西部地区）

加 藤 富 夫
住民自治組織推薦
（東部地区）

渡 邉 忠 雄
住民自治組織推薦
（白椿地区）

横 山 利 一
住民自治組織推薦
（中部地区） 理　事

鈴 木 廣 志
社会福祉事業の経営
に識見を有する者

理　事
髙 橋 礼 子
社会福祉事業の経営
に識見を有する者

理　事
竹 田　經
社会福祉事業の経営
に識見を有する者

副会長
菅 野 誠 一

事業区域における福祉に
関する実情に通じている者

副会長・常務理事
渡 部 忠 善
社会福祉事業の経営
に識見を有する者

会　長
伊 藤 榮 造
社会福祉事業の経営
に識見を有する者

監　事
舟 山 直 志
社会福祉事業について
識見を有する者

監　事
須 貝 周 一
財務管理について
識見を有する者

理　事
佐 藤 艶 子

室　長
飯 澤 成 三

施設長　川 﨑 美由紀

室　長
（看護師・機能訓練指導員）

舩 山 美穂子 施設長補佐
髙 橋 玲 子

施設長補佐
手 塚 栄 作

（兼）室長　髙 橋 玲 子（主任介護支援員）

（兼）室長　手 塚 栄 作（短期入所生活介護事業所管理者・生活相談員）

事業区域における福祉に
関する実情に通じている者

理　事
伊 藤 キミ子
事業区域における福祉に
関する実情に通じている者

理　事
片 桐 天 山

事業区域における福祉に
関する実情に通じている者

理　事
伊 藤 佐 市

事業区域における福祉に
関する実情に通じている者

嘱 常勤臨時職員臨

嘱 事務局長（兼）会計責任者　
齋　藤　　 隆

嘱

臨

臨

臨
臨

主査（生活相談員・介護職員・ユニットリーダー）

主査（生活相談員・介護職員・ユニットリーダー）

ヘルパー（生活相談員・介護職員）
ヘルパー（介護職員）
ヘルパー（介護職員）
ヘルパー（介護職員）

主査（地域密着型通所介護事業所管理者・生活相談員）

主査（生活相談員・介護職員）
ヘルパー（認知症対応型通所介護事業所管理者・生活相談員・介護職員）

ヘルパー（生活相談員・介護職員）
ヘルパー（介護職員）

主査（栄養士・介護職員）

看護師（機能訓練指導員）

看護師（機能訓練指導員）

臨
臨

再雇用職員再

再

髙 橋 麻里子
小  浦  千  春
青 木 美 沙

樋 口 靖 彦

小谷部 利 恵
鈴 木 涼 子
片  倉　　霞
坂 本 美穂子
菅 原 麻 希

渡 部 妙英子
土  田  広  行

手 塚 嵩 史
渋 谷 美沙都
佐 藤 光 恵

伊 藤 美 紀

上 野 純 朋

山 口 いづみ

渡 部 寿 子
小 杉 美 穂



理 事・監 事

略 字 常勤職員（非正規雇用含）  氏名掲載 /室長以上は顔写真
外部委員（中立的立場にある者） 髙 橋 義 行（ 中 ）　　齋 藤 久 子（ 松 原 ）
上記２名に加え、本会の監事２名、事務局長１名を含む５名の委員をもって評議員選任解任委員会を構成しております。

法人運営管理・福祉資金貸付・ボランティア福祉教育・地域福祉活動支援・共同募金・
福祉サービス利用援助事業・生活困窮者支援・福祉団体育成・フードバンク　等

主　査　　　   
主　事　　　   
地域支え合い推進員
事務員
オペレーター（兼）事務員    
訪問介護員（兼）事務員   

主査（管理者・サービス提供責任者）

ヘルパー（訪問介護員）

ヘルパー（訪問介護員）

主査（管理者・介護支援専門員）

介護支援専門員

他 非常勤専従（訪問介護員２名）

他 非常勤専従（介護職員３名） 他 非常勤専従（介護職員５名・介護補助員２名・送迎員５名）

介護保険指定居宅介護支援事業・介護
予防ケアマネジメント業務（町受託）

介護保険指定（介護予防）短期入所生活介護事業・障害者自立
支援指定短期入所事業・日中一時支援事業（受託）

介護保険指定地域密着型通所介護・介護保険指定（介護予防）
認知症対応型通所介護事業・通所型サービス

介護保険指定居宅サービス事業・障害者
自立支援指定サービス事業等

國  分  恵  美
相  座  雄  優
山  口  陽  子
石 川 奈穂美
新  野  友  美
嘉 藤 美和子

注 釈 嘱託職員

令和３年度  業務執行体制及び職員配置状況

法 人 事 務 局

在宅複合型老人福祉施設「福祉の里めざみ」

総 合 福 祉 管 理 室 　（常勤７名）

地 域 生 活 支 援 室 　（常勤６名／非常勤２名）

ふ れ あ い 介 護 支 援 室 　（常勤 12 名／非常勤 15 名）

医 療 健 康 室 　（常勤４名）

訪問介護ステーション福祉の里めざみ

短期入所生活センター福祉の里めざみ 日帰り介護センター福祉の里めざみ

在宅介護支援センター福祉の里めざみ

（併）福祉総合相談窓口（生活困窮者自立相談支援機関）
（併）ほほえみカー予約センター

令和３年６月 24 日改選

令和３年４月１日現在

任期 : 令和３年６月 24 日から令和５年４月以降に開催される定時評議員会終結時まで

令和３年８月５日発行 し　　　あ　　　わ　　　せ 第　131　号　（６）令和３年８月５日発行し　　　あ　　　わ　　　せ第　131　号　（７）

●理事／理事会における議決権の行使等を通じ、法人の業務執行の意思決定に参画する理事の定数は、「社会福祉事業
の経営に関する識見を有する者」5名以上 6名以内、「町社協が行う事業の区域における福祉に関する実情に通じて
いる者」4名以上 5名以内の合計 9名以上 11 名以内で選任されております。
●監事／理事の職務執行の状況及び法人の財産の状況について監査を行う監事は、２名のうち１名は「社会福祉事業
について識見を有する者」、もう１名は「財務管理について識見を有する者」が選任されております。

評 議 員 令和３年６月 24 日改選

令和３年６月 24 日改選評議員選任解任委員会

任期 : 令和３年６月 24 日から令和７年４月以降に開催される定時評議員会終結時まで

任期 : 令和３年６月 24 日から令和７年４月以降に開催される定時評議員会終結時まで

役員の選任をはじめ、事後的に法人運営を監督する機関となる「評議員会」の構成員として、適正運営のために審議
する評議員は、定数 10名以上 15名以内の範囲において、法人が規定する各選出区分に沿って「評議員選任・解任委員会」
において選任されております。

山 口 明 美
民生委員児童委員
協議会の代表

土 屋　淳

【施設厨房】
　　　非常勤専従（調理職員６名）

【らくらく筋トレ教室】
　　　常勤兼務（介護予防運動指導員３名）

学識経験者

鈴 木 好 洋
学識経験者

那 須 絹 子
ボランティア奉仕団体
（町婦人会長）

井 上 慶 次
住民福祉活動奉仕者
（人権擁護委員）

熊 野 昌 昭
関係行政機関

（教育委員会教育長）

木 村 勝 男
社会福祉団体

（老人クラブ連合会長）

上 田　太
民生委員児童委員
協議会の代表

渡 部 みゑ子
住民自治組織推薦
（中津川地区）

原 田 直 美
住民自治組織推薦
（西部地区）

加 藤 富 夫
住民自治組織推薦
（東部地区）

渡 邉 忠 雄
住民自治組織推薦
（白椿地区）

横 山 利 一
住民自治組織推薦
（中部地区） 理　事

鈴 木 廣 志
社会福祉事業の経営
に識見を有する者

理　事
髙 橋 礼 子
社会福祉事業の経営
に識見を有する者

理　事
竹 田　經
社会福祉事業の経営
に識見を有する者

副会長
菅 野 誠 一

事業区域における福祉に
関する実情に通じている者

副会長・常務理事
渡 部 忠 善
社会福祉事業の経営
に識見を有する者

会　長
伊 藤 榮 造
社会福祉事業の経営
に識見を有する者

監　事
舟 山 直 志
社会福祉事業について
識見を有する者

監　事
須 貝 周 一
財務管理について
識見を有する者

理　事
佐 藤 艶 子

室　長
飯 澤 成 三

施設長　川 﨑 美由紀

室　長
（看護師・機能訓練指導員）

舩 山 美穂子 施設長補佐
髙 橋 玲 子

施設長補佐
手 塚 栄 作

（兼）室長　髙 橋 玲 子（主任介護支援員）

（兼）室長　手 塚 栄 作（短期入所生活介護事業所管理者・生活相談員）

事業区域における福祉に
関する実情に通じている者

理　事
伊 藤 キミ子
事業区域における福祉に
関する実情に通じている者

理　事
片 桐 天 山

事業区域における福祉に
関する実情に通じている者

理　事
伊 藤 佐 市

事業区域における福祉に
関する実情に通じている者

嘱 常勤臨時職員臨

嘱 事務局長（兼）会計責任者　
齋　藤　　 隆

嘱

臨

臨

臨
臨

主査（生活相談員・介護職員・ユニットリーダー）

主査（生活相談員・介護職員・ユニットリーダー）

ヘルパー（生活相談員・介護職員）
ヘルパー（介護職員）
ヘルパー（介護職員）
ヘルパー（介護職員）

主査（地域密着型通所介護事業所管理者・生活相談員）

主査（生活相談員・介護職員）
ヘルパー（認知症対応型通所介護事業所管理者・生活相談員・介護職員）

ヘルパー（生活相談員・介護職員）
ヘルパー（介護職員）

主査（栄養士・介護職員）

看護師（機能訓練指導員）

看護師（機能訓練指導員）

臨
臨

再雇用職員再

再

髙 橋 麻里子
小  浦  千  春
青 木 美 沙

樋 口 靖 彦

小谷部 利 恵
鈴 木 涼 子
片  倉　　霞
坂 本 美穂子
菅 原 麻 希

渡 部 妙英子
土  田  広  行

手 塚 嵩 史
渋 谷 美沙都
佐 藤 光 恵

伊 藤 美 紀

上 野 純 朋

山 口 いづみ

渡 部 寿 子
小 杉 美 穂



　介護保険からの給付サービスを利用する場合の自己負担額は、介護給付費の 1 割（一定以上の所得のある方は
２または３割）となります。但し、介護保険給付の範囲を超えたサービス利用は全額自己負担となります。

※早朝（6時～8時）及び夜間（18時～22時）の提供は上記加算以外に基本料金の25％、深夜（22時～6時）は50％が
加算されます。

※住民税非課税（低所得世帯）の方は自己負担額の軽減
措置がありますので担当ケアマネジャー等へお問い合
わせください。

福祉の里めざみ介護サービス利用料金の変更について

● 日帰り介護センター福祉の里めざみ（デイサービス）

● 訪問介護ステーション福祉の里めざみ（ホームヘルプサービス）

● 短期入所生活介護センター福祉の里めざみ（ショートステイ）

令和３年４月１日から介護保険法改正に伴い、
各サービス利用料（自己負担額）が変わりましたのでお知らせします。

1 割の料金：日額

保険適用後料金

要介護１

要介護 2

要介護 3

要介護 4

要介護 5

改正前

739 円

873 円

1,012 円

1,150 円

1,288 円

改正後（3年 4月から）

750 円

887 円

1,028 円

1,168 円

1,308 円

①サービス提供体制強化加算（Ⅰ）

介護予防通所介護の場合（月額）   要支援1：88円　要支援2：176円

認知症対応型通所介護の場合（介護予防含）  算定単位数の10.4%

認知症対応型通所介護の場合（介護予防含）  算定単位数の3.1%

22 円（回）

①入浴介助加算 40 円（回）

①個別機能訓練加算（Ⅰ）イ

①食事代

②時間延長料金

56 円（回）

食事代 592円（食）

おやつ代 70円（食）

1時間につき 1,000円

認知症対応型通所介護の場合 27 円（回）

②送迎減算（片道あたり） －47 円（回）

②介護職員処遇改善加算（Ⅰ） 算定単位数の 5.9％

③介護職員特定処遇改善加算（Ⅰ）算定単位数の 1.2％

令和３年８月５日発行 し　　　あ　　　わ　　　せ 第　131　号　（８）令和３年８月５日発行し　　　あ　　　わ　　　せ第　131　号　（９）

当センター提供時間：７時間～８時間

A  地域密着型通所介護【要介護 1～5】
　　（指定地域密着型サービス事業）

【 加算項目 】※保険適用料金
＜サービス種別A～D共通＞

①初回加算

②緊急時訪問介護加算

③介護職員処遇改善加算（Ⅰ）

④介護職員等特定処遇改善加算（Ⅱ）

200 円

100 円

算定単位数の 13.7％

算定単位数の 4.2％

【 加算項目 】※保険適用料金
＜サービス種別A,B 共通＞

①送迎加算（片道あたり）

②看護体制加算（Ⅱ）

③サービス提供体制強化加算（Ⅱ）

④緊急短期入所受入加算※7日限定

⑤長期利用者提供減算※30日超過

⑥夜勤職員配置加算Ⅱ

⑦介護職員処遇改善加算（Ⅰ）

⑧介護職員等特定処遇改善加算（Ⅰ）

184 円（回）

8円（日）

18 円（日）

90 円（日）

－30 円（日）

18 円（日）

算定単位数の 8.3%

算定単位数の 2.7%

【 加算（減算）項目 】※保険適用料金
＜サービス種別A,B共通＞

【 加算項目 】＜サービス種別A,B,D＞

【 加算（減算）項目 】＜サービス種別A,B＞

【 実費料金（保険外） 】

1 割の料金：日額

保険適用後料金

要介護１

要介護 2

要介護 3

要介護 4

要介護 5

改正前

989 円

1,097 円

1,204 円

1,312 円

1,420 円

改正後（3年 4月から）

992 円

1,100 円

1,208 円

1,316 円

1,424 円

B  認知症対応型通所介護【要介護 1～5】
　　（指定地域密着型サービス事業）

1 割の料金：月額

保険適用後料金

要支援１

要支援 2

改正前

1,655 円

3,393 円

改正後（3年 4月から）

1,672 円

3,428 円

改正前

650円（食）

改正後（3年 4月から）C  通所型サービス【要支援 1＆2】
　　（総合事業：介護予防・生活支援サービス事業）

1 割の料金：日額

保険適用後料金

日帰り介護センター福祉の里めざみ
【 TEL：0238-86-2237 】

短期入所生活介護センター福祉の里めざみ
【 TEL：0238-86-2236 】

訪問介護ステーション福祉の里めざみ　　【 TEL：0238-86-2231 】

要支援１

要支援 2

改正前

856 円

956 円

改正後（3年 4月から）

859 円

959 円

D  介護予防認知症対応型通所介護【要支援 1＆2】
　　（指定地域密着型サービス介護予防事業）

1 割の料金：日額

保険適用後料金

要介護１

要介護 2

要介護 3

要介護 4

要介護 5

改正前

725 円

792 円

866 円

933 円

1,000 円

改正後（3年 4月から）

738 円

806 円

881 円

949 円

1,017 円

A  短期入所生活介護【要介護 1～5】
　　（単独型ユニット：指定居宅サービス事業）

1 割の料金：日額

保険適用後料金

要支援１

要支援 2

改正前

545 円

662 円

改正後（3年 4月から）

555 円

674 円

B  介護予防短期入所生活介護【要支援 1＆2】
　　（単独型ユニット：指定介護予防サービス事業）

1 割の料金：日額

保険適用後料金

20 分未満

20～30 分未満

30～60 分未満

60～90 分未満
90 分～

（30 分単位で加算）

改正前

166 円

249 円

395 円

577 円

83 円

身 体 介 護

改正後（3年 4月から）

167 円

250 円

396 円

579 円

84 円

保険適用後料金

－

20～45 分未満

45 分以上

－

－

改正前

－

182 円

224 円

－

－

生 活 援 助

改正後（3年 4月から）

－

183 円

225 円

－

－

A  訪問介護【要介護 1～5】
　　（指定居宅サービス事業）

1 割の料金：月額

保険適用後料金

概ね週 1回程度

概ね週 2回程度

概ね週 3回程度

改正前

1,172 円

2,342 円

3,715 円

改正後（3年 4月から）

1,176 円

2,349 円

3,727 円

B  訪問型サービス【要支援 1＆2】
　　（総合事業：介護予防・生活支援サービス事業）

①滞在費（居住費）

②食事代

③おやつ代

改正後内訳（朝食300円/昼食592円/夕食500円）

【 実費料金（保険外） 】

改正前

855円（日）

1,380円（日）

改正後（3年4月から）

955円（日）

1,392円（日）

70円（食）

介護職員
まずはお電話でお問合せください ☎72-3353

採用
情報 急募
無資格・未経験 歓迎



　介護保険からの給付サービスを利用する場合の自己負担額は、介護給付費の 1 割（一定以上の所得のある方は
２または３割）となります。但し、介護保険給付の範囲を超えたサービス利用は全額自己負担となります。

※早朝（6時～8時）及び夜間（18時～22時）の提供は上記加算以外に基本料金の25％、深夜（22時～6時）は50％が
加算されます。

※住民税非課税（低所得世帯）の方は自己負担額の軽減
措置がありますので担当ケアマネジャー等へお問い合
わせください。

福祉の里めざみ介護サービス利用料金の変更について

● 日帰り介護センター福祉の里めざみ（デイサービス）

● 訪問介護ステーション福祉の里めざみ（ホームヘルプサービス）

● 短期入所生活介護センター福祉の里めざみ（ショートステイ）

令和３年４月１日から介護保険法改正に伴い、
各サービス利用料（自己負担額）が変わりましたのでお知らせします。

1 割の料金：日額

保険適用後料金

要介護１

要介護 2

要介護 3

要介護 4

要介護 5

改正前

739 円

873 円

1,012 円

1,150 円

1,288 円

改正後（3年 4月から）

750 円

887 円

1,028 円

1,168 円

1,308 円

①サービス提供体制強化加算（Ⅰ）

介護予防通所介護の場合（月額）   要支援1：88円　要支援2：176円

認知症対応型通所介護の場合（介護予防含）  算定単位数の10.4%

認知症対応型通所介護の場合（介護予防含）  算定単位数の3.1%

22 円（回）

①入浴介助加算 40 円（回）

①個別機能訓練加算（Ⅰ）イ

①食事代

②時間延長料金

56 円（回）

食事代 592円（食）

おやつ代 70円（食）

1時間につき 1,000円

認知症対応型通所介護の場合 27 円（回）

②送迎減算（片道あたり） －47 円（回）

②介護職員処遇改善加算（Ⅰ） 算定単位数の 5.9％

③介護職員特定処遇改善加算（Ⅰ）算定単位数の 1.2％

令和３年８月５日発行 し　　　あ　　　わ　　　せ 第　131　号　（８）令和３年８月５日発行し　　　あ　　　わ　　　せ第　131　号　（９）

当センター提供時間：７時間～８時間

A  地域密着型通所介護【要介護 1～5】
　　（指定地域密着型サービス事業）

【 加算項目 】※保険適用料金
＜サービス種別A～D共通＞

①初回加算

②緊急時訪問介護加算

③介護職員処遇改善加算（Ⅰ）

④介護職員等特定処遇改善加算（Ⅱ）

200 円

100 円

算定単位数の 13.7％

算定単位数の 4.2％

【 加算項目 】※保険適用料金
＜サービス種別A,B 共通＞

①送迎加算（片道あたり）

②看護体制加算（Ⅱ）

③サービス提供体制強化加算（Ⅱ）

④緊急短期入所受入加算※7日限定

⑤長期利用者提供減算※30日超過

⑥夜勤職員配置加算Ⅱ

⑦介護職員処遇改善加算（Ⅰ）

⑧介護職員等特定処遇改善加算（Ⅰ）

184 円（回）

8円（日）

18 円（日）

90 円（日）

－30 円（日）

18 円（日）

算定単位数の 8.3%

算定単位数の 2.7%

【 加算（減算）項目 】※保険適用料金
＜サービス種別A,B共通＞

【 加算項目 】＜サービス種別A,B,D＞

【 加算（減算）項目 】＜サービス種別A,B＞

【 実費料金（保険外） 】

1 割の料金：日額

保険適用後料金

要介護１

要介護 2

要介護 3

要介護 4

要介護 5

改正前

989 円

1,097 円

1,204 円

1,312 円

1,420 円

改正後（3年 4月から）

992 円

1,100 円

1,208 円

1,316 円

1,424 円

B  認知症対応型通所介護【要介護 1～5】
　　（指定地域密着型サービス事業）

1 割の料金：月額

保険適用後料金

要支援１

要支援 2

改正前

1,655 円

3,393 円

改正後（3年 4月から）

1,672 円

3,428 円

改正前

650円（食）

改正後（3年 4月から）C  通所型サービス【要支援 1＆2】
　　（総合事業：介護予防・生活支援サービス事業）

1 割の料金：日額

保険適用後料金

日帰り介護センター福祉の里めざみ
【 TEL：0238-86-2237 】

短期入所生活介護センター福祉の里めざみ
【 TEL：0238-86-2236 】

訪問介護ステーション福祉の里めざみ　　【 TEL：0238-86-2231 】

要支援１

要支援 2

改正前

856 円

956 円

改正後（3年 4月から）

859 円

959 円

D  介護予防認知症対応型通所介護【要支援 1＆2】
　　（指定地域密着型サービス介護予防事業）

1 割の料金：日額

保険適用後料金

要介護１

要介護 2

要介護 3

要介護 4

要介護 5

改正前

725 円

792 円

866 円

933 円

1,000 円

改正後（3年 4月から）

738 円

806 円

881 円

949 円

1,017 円

A  短期入所生活介護【要介護 1～5】
　　（単独型ユニット：指定居宅サービス事業）

1 割の料金：日額

保険適用後料金

要支援１

要支援 2

改正前

545 円

662 円

改正後（3年 4月から）

555 円

674 円

B  介護予防短期入所生活介護【要支援 1＆2】
　　（単独型ユニット：指定介護予防サービス事業）

1 割の料金：日額

保険適用後料金

20 分未満

20～30 分未満

30～60 分未満

60～90 分未満
90 分～

（30 分単位で加算）

改正前

166 円

249 円

395 円

577 円

83 円

身 体 介 護

改正後（3年 4月から）

167 円

250 円

396 円

579 円

84 円

保険適用後料金

－

20～45 分未満

45 分以上

－

－

改正前

－

182 円

224 円

－

－

生 活 援 助

改正後（3年 4月から）

－

183 円

225 円

－

－

A  訪問介護【要介護 1～5】
　　（指定居宅サービス事業）

1 割の料金：月額

保険適用後料金

概ね週 1回程度

概ね週 2回程度

概ね週 3回程度

改正前

1,172 円

2,342 円

3,715 円

改正後（3年 4月から）

1,176 円

2,349 円

3,727 円

B  訪問型サービス【要支援 1＆2】
　　（総合事業：介護予防・生活支援サービス事業）

①滞在費（居住費）

②食事代

③おやつ代

改正後内訳（朝食300円/昼食592円/夕食500円）

【 実費料金（保険外） 】

改正前

855円（日）

1,380円（日）

改正後（3年4月から）

955円（日）

1,392円（日）

70円（食）

介護職員
まずはお電話でお問合せください ☎72-3353

採用
情報 急募
無資格・未経験 歓迎



人命保護を技術にこめて

　生命と財産をまもり社会に貢献する

住宅用火災警報器の設置はお済みですか
米沢市中田町875-2

電話 0238－37－5823

笑顔のあるくらしをサポートします！
■福祉用具レンタル／販売用品　■住宅改修・リフォーム

〒993-0082   山形県長井市舟場9番18号
TEL 0238-84-7630  FAX 0238-84-7638
URL  http://www.welland-k.com

株式
会社

 快適な環境を創る

遠藤設備建設株式
会社

山形市穂積84－1
電話（023）641-4561番     FAX（023）641-5697番

飯豊町の皆さん！
旅行企画はおまかせ下さい

山交観光株式会社
長井案内所　長井市東町4番1-1  TEL 84－1820

ユトリアグループ

皆様からのご予約を心よりお待ち申し上げております

東北運輸局指定民間車検場
各種自動車販売・一般整備・車検・板金塗装
スズキ副代理店　東京海上日動火災保険代理店

飯豊町椿4504－2
TEL72－2160㈹

総合建設業

　　樋口建設株式会社
代表取締役　樋  口  哲  大

〒999－0602
山形県西置賜郡飯豊町大字萩生789
     TEL    0 2 3 8－72－2 0 7 7
     FAX   0 2 3 8－72－2 1 8 3

HI GU CHI

993-0084 10-1

TEL:0238-84-2507 FAX:0238-84-2640
HP :http://www.soc-co.jp

990-2463 1-14

TEL:023-643-6331 FAX:023-643-6332

社会福祉協議会では、飯豊町の福祉事業を応援してくださる
企業様を募集しております。
広告掲載についてご検討いただける場合は、事務局にお問い
合わせください。

【問い合わせ】法人事務局 72-3353

令和 3年８月 5日発行 し　　　あ　　　わ　　　せ 第　131　号　（10）令和 3年８月 5日発行し　　　あ　　　わ　　　せ第　131　号　（11）

令和 3 年度広報支援協賛企業紹介 ～私たち企業は、飯豊町の福祉事業を応援します～

コロナ禍で会社が休業したり、
シフトを減らされたが、
会社から休業手当が出ない

やめる前に 1年（※）以上、
週 20時間以上働いていた
※解雇等の場合は 6ヶ月以上

シフト制や日々雇用で
常態的に働いていた

R2.10.1～R3.4.1
の間に休業した

R2.4.1～R2.6.30 または
R3.1.8 以降に休業した

仕事を探している

勤め先は中小企業である 勤め先をやめた

は　い

は　い

は　い は　い

は　い

は　い

いいえ

いいえ

いいえ
（在職中）

は　い

は　い
（離職した）

新型コロナの影響により休
業させられたにもかかわら
ず、会社から休業手当を受
けることができなかった方
に、給与の最大８割が給付
されます。
※対象期間等が該当しない方は、例
外もありますので厚労省HPを御覧く
ださい。

雇用保険を受けられない方
が、月10万円の生活支援の
給付金を受けながら、無料
の職業訓練を受講する制度
です。
※働いていても、収入が一定額以
下であれば利用できます。

雇用保険に入っていた方が
離職し、再就職に向けて活動
する場合に、給与の最大８割
が給付されます。
※職業訓練を受けながら受給するこ
とができます。訓練受講中は雇用保
険の支給が延長されます。

休業支援金 雇用保険
（求職者給付）

求職者支援制度
（職業訓練受講給付金）

雇用保険の給付日数
が終了した

コロナ禍で、仕事に困っている方へ
あなたが受けられる可能性のある雇用関係の支援制度について、該当するか見てみましょう。

■対象者 新型コロナウイルスの影響を受け、 休業等により収入の減少があり、
　　　    緊急かつ一時的な生計維持のための貸付を必要とする世帯 
　  ※新型コロナウイルスの影響で収入の減少があれば、 休業状態になくても、対象となります。 

■貸付上限額 20 万円以内　■据置期間 １年以内　■償還期間 2 年以内
▲緊急小口資金等の
特例貸付の詳細【ご相談・問合せ】飯豊町社会福祉協議会　事務局　℡７２-３３５３

「生活福祉資金の特例貸付」
新型コロナウイルス感染症の影響で収入が減少し生活に困窮する方へ



人命保護を技術にこめて

　生命と財産をまもり社会に貢献する

住宅用火災警報器の設置はお済みですか
米沢市中田町875-2

電話 0238－37－5823

笑顔のあるくらしをサポートします！
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令和 3年８月 5日発行 し　　　あ　　　わ　　　せ 第　131　号　（10）令和 3年８月 5日発行し　　　あ　　　わ　　　せ第　131　号　（11）

令和 3 年度広報支援協賛企業紹介 ～私たち企業は、飯豊町の福祉事業を応援します～

コロナ禍で会社が休業したり、
シフトを減らされたが、
会社から休業手当が出ない

やめる前に 1年（※）以上、
週 20時間以上働いていた
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シフト制や日々雇用で
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勤め先は中小企業である 勤め先をやめた

は　い

は　い

は　い は　い

は　い

は　い

いいえ

いいえ

いいえ
（在職中）

は　い

は　い
（離職した）

新型コロナの影響により休
業させられたにもかかわら
ず、会社から休業手当を受
けることができなかった方
に、給与の最大８割が給付
されます。
※対象期間等が該当しない方は、例
外もありますので厚労省HPを御覧く
ださい。

雇用保険を受けられない方
が、月10万円の生活支援の
給付金を受けながら、無料
の職業訓練を受講する制度
です。
※働いていても、収入が一定額以
下であれば利用できます。

雇用保険に入っていた方が
離職し、再就職に向けて活動
する場合に、給与の最大８割
が給付されます。
※職業訓練を受けながら受給するこ
とができます。訓練受講中は雇用保
険の支給が延長されます。

休業支援金 雇用保険
（求職者給付）

求職者支援制度
（職業訓練受講給付金）

雇用保険の給付日数
が終了した

コロナ禍で、仕事に困っている方へ
あなたが受けられる可能性のある雇用関係の支援制度について、該当するか見てみましょう。

■対象者 新型コロナウイルスの影響を受け、 休業等により収入の減少があり、
　　　    緊急かつ一時的な生計維持のための貸付を必要とする世帯 
　  ※新型コロナウイルスの影響で収入の減少があれば、 休業状態になくても、対象となります。 

■貸付上限額 20 万円以内　■据置期間 １年以内　■償還期間 2 年以内
▲緊急小口資金等の
特例貸付の詳細【ご相談・問合せ】飯豊町社会福祉協議会　事務局　℡７２-３３５３

「生活福祉資金の特例貸付」
新型コロナウイルス感染症の影響で収入が減少し生活に困窮する方へ
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お困りのことはありませんか？
　年１回弁護士がご相談に応じます。

・どなたでも気軽にご相談ください。
・秘密は守ります。
・感染症予防対策のため、マスクの着用
  お願いいたします。

９月９日（木） 午前10時～12時／午後１時～３時
飯豊町社会福祉協議会事務所

財産・相続・遺言・多重債務・成年後見
土地問題・消費者被害・事故・契約等

町社会福祉協議会 ☎72-3353へお電話ください

【主催】社会福祉法人山形県社会福祉協議会「山形県地域包括ケア総合推進センター」

感　謝　録

●社会福祉事業のために寄附を寄せられた方々（順不同）
　渡部 みゑ子 様（白川） 匿名希望２名（高峰）
　飯豊町立手ノ子小学校 様　 西部地区公民館ふるさと学園 様　

●生活困窮者等の支援のために食料品を
　寄附いただいた方々（順不同）
　伊藤　佐市 様（椿）　　　本間　元二 様（萩生）　　
　井上　慶次 様（椿）　　　菅野　誠一 様（中）　
　四釜　信子 様（長井市）　社会福祉法人いいで福祉会 様
　社会福祉法人いいでめざみの里福祉会 様
　その他、匿名希望３名

●施設へ物品等を寄贈いただいた方々 （順不同） 
　嶋貫　政子　様（萩　生）　門脇　憲一　様（戸沢村）
　鈴木　一栄　様（高　峰）　山口　泰寛　様（小白川）
　伊藤　こう　様（小白川）　小松　和浩　様（長井市）　
　宇津沢わらび園　代 表　山口　久雄　様
　その他、匿名希望２名

山形県退職公務員連盟西置賜支部様から
「愛のタオル一本運動」による寄贈（７/１）

第２回家族介護教室参加者募集
　在宅で高齢の方を介護しているご家族の方を対象に介護
について学んだり、お互いに情報交換をしてみませんか？

　住民の皆様をはじめ関係者及び団体の皆様よりご
協力を頂きました会費は、社協の運営の基盤となっ
ており、地域福祉を推進するための貴重な財源と
なっています。
　本年度もみなさまのあたたかいご支援により数々
の福祉事業ができますことに心から御礼を申し上げ
ますとともに、引き続き社会福祉協議会活動へのご
理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　　　　　　　飯豊町社会福祉協議会役職員一同

■日　時／９月９日（木）9：30～11：30
■場　所／町民総合センター「あ～す」２F 研修室
■内　容／「体験してみましょう介護用品」
■講　師／福祉用具専門相談員
■参加費／無　料

※参加希望の方は、９月２日まで担当ケ
　アマネジャーまたは社会福祉協議会
　にお電話にてお申込みください。

住民会費・賛助会費へのご協力
　　誠にありがとうございました

〈今号では本年１月から７月20日までに届けられた善意を掲載させて頂いております〉

日　時

場　所

内　容

予約方法

事前予約を
 お願いします！無 料

法 律 相 談

お知らせ！

【問い合わせ】飯豊町大字椿3642番地　飯豊町社会福祉協議会法人事務局　☎72‒3353
《受付時間は、月曜日から金曜日（祝日除く）までの午前８時30分～午後５時15分までとなります。》


